
１．企画

２．事業概要

月　　　日 内　　　　　　　容
5月20日 第１回長門市大規模災害対応訓練企画運営委員会
5月28日 第１回岩国市大規模災害対応訓練企画運営委員会
5月28日 第１回下関市大規模災害対応訓練企画運営委員会
6月14日 岩国市防災講演会（授業）打合せ
6月24日 第２回長門市大規模災害対応訓練企画運営委員会
6月25日 第２回岩国市大規模災害対応訓練企画運営委員会
6月30日 第２回下関市大規模災害対応訓練企画運営委員会
7月31日 第３回長門市大規模災害対応訓練企画運営委員会

８月２日～８月３日 岩国市大規模災害対応訓練
8月18日 第３回下関市大規模災害対応訓練企画運営委員会

８月２６日～８月２７日 下関市大規模災害対応訓練
9月29日 第４回長門市大規模災害対応訓練企画運営委員会
10月6日 長門市大規模災害対応訓練

11月11日 防災教育研修会

　本県で発生が想定される大規模災害（地震津波・台風高潮・土砂災害）に対応した防災訓練や避難所
生活を想定した宿泊体験、炊き出し訓練、救急救命訓練等を含む総合的な体験学習を実施し、児童生
徒が災害発生時において、正しい知識をもとに的確に状況を判断し、自ら安全に行動することはもとよ
り、他の人や社会に貢献できる心と実践力の育成を図る。

体験活動推進プロジェクト
防災キャンプ推進事業

（１）運営体制

　全国各地で毎年のように大規模自然災害が発生している中、本県においても過去６年間で４度の大規
模土砂災害が発生している。また、今後、南海トラフ巨大地震やスーパー台風等の大規模自然災害の発
生も想定され、自らの命を自ら守り抜き、安全な社会の構築のために自然災害に対して｢正しく知る力・
的確に判断できる力・主体的に行動できる力・他の人や社会の安全に貢献できる力｣の育成が求められ
ている。

地域の災害に貢献できる児童生徒の心と実践力育成事業

山口県

（２）ねらい

（１）事業実施の背景

（２）開催実績

【事業のポイント】

○各地域で発生が想定される大規模自然災害に対応した避難訓練

を、関係機関の協力のもと、児童生徒が幼児や高齢者を援助しなが

ら実施し、周りの人や地域に貢献できる能力を育成する。
○避難所での宿泊体験をしながら、自然災害の発生メカニズムや
救急救命訓練等に取り組み、防災意識の高揚と災害発生時の対応
能力の育成を図る。
○学校・保護者・地域・防災部局等の連携体制の構築を図る。



３．防災キャンプ実施概要

　１　実施日時：平成２６年８月２日（土）・３日（日）
　２　実施場所：ほんごう保育園、本郷小学校、本郷中学校、本郷ふるさと交流館
　３　参 加 者：ほんごう保育園園児８人、本郷小学校児童１１人、本郷中学校生徒１２人、教職員２３人
　　　　　　　　　保護者１９人、本郷地区住民４０人、岩国市教育委員会１人、山口県教育委員会１人
　４　プログラム

岩国市大規模災害対応訓練

台風１２号の影響による

雨の中、中学生が小学生を

列の前後にはさみ援助しな

がら、学校から３００ｍ離れ

た二次避難場所へ安全に避

難をしました。

避難訓練終了後、ほんごう

保育園の保護者へ園児の

引き渡し訓練を行いました。

１学期に小・中学生が合

同で作成した｢防災マップ｣を、

自分が住んでいる地区に配

付しました。

岩国市水道局の職員の

方から非常用給水バッグの

使用方法を指導してもらい、

給水車から２日分の水６リッ

トルを給水バッグに入れまし

た。

就寝用のマットと段ボー

ルの間仕切りを使い、寝床

づくりをしました。夜間の緊

急避難に備えて、枕元に非

常用持出袋を置いて寝まし

た。

徳山工業高等専門学校の

先生から、映像や土石流発

生装置の観察等を通して土

砂災害の発生メカニズムや

日頃の備えについて学びま

した。



　１　実施日時：平成２６年８月２６日（火）・２７日（水）
　２　実施場所：豊浦小学校、長府中学校体育館
　３　参 加 者：豊浦小学校児童２６人、長府中学校生徒１８人、県立長府高等学校６人、教職員２９人
　　　　　　　　　保護者４人、長府地区住民１７人、下関市教育委員会５人、山口県教育委員会１人

下関市大規模災害対応訓練

防災アドバイザーの指導

のもと、アルミ缶を利用した

ランタン、ゴミ袋を利用した

雨ガッパ、新聞紙を利用した

紙食器を製作しました。

東消防署署員に、心肺蘇

生・ＡＥＤ訓練、応急措置・担

架搬送訓練、ロープワーク

を指導しててもらいました。

下関市防災安全課の職

員に、段ボールを使った生

活スペースづくりを指導して

もらい、みんなで協力して寝

床を作りました。



　１　実施日時：平成２６年１０月６日（月）
　２　実施場所：三隅保育園、明倫・浅田小学校、三隅中学校、三隅公民館
　３　参 加 者：三隅保育園園児85人、明倫・浅田小学校児童256人、三隅中学校生徒139人
　　　　　　　　　教職員57人、三隅地区住民８人、三隅支所職員４人、長門市消防署職員２人
　　　　　　　　　防災危機管理課職員２人、長門市教育委員会１人、山口県教育委員会１人
　４　プログラム

長門市大規模災害対応訓練

各学校・園の運動場に一

次避難した後に、三隅ふれ

あいパークへ二次避難をし

ました。

アルファ化米（４種類）と

カンパンに加えて、市から

提供してもらったビスケット

と保存水を試食しました。

下関地方気象台の職員

から、地震・津波の発生メ

カニズムと対応について詳

しく学びました。



４．普及啓発の実施概要

５．成果と課題

〈大規模災害対応訓練〉
○　大規模災害時の避難や避難所運営について、学校・保護者・地域・関係機関等（消防、警察、市町
防災部局等）との連携体制や協力体制の強化・充実が図られた。
○　段ボールの寝床を使った体育館での宿泊体験や備蓄食の体験、心肺蘇生訓練、ＡＥＤ訓練、防災用
品の製作等により、避難所生活や防災に関する知識・技能の習得及び意識の高揚を図るとともに、避難
所生活の大変さや厳しさを体験することができた。
○　防災の専門家である徳山工業高等専門学校准教授や下関地方気象台職員による防災授業により、
自然災害（地震・津波、土台風・高潮、砂災害）に対する知識や備え、対応方法等をより詳しく学ぶことが
できた。
〈防災教育研修会〉
○　防災アドバイザーによる防災管理体制や避難訓練の課題の報告、先進的な防災教育の実践発表、
学校危機対応演習（風水害・土砂災害）、本県で発生が想定される大規模災害（地震・津波、台風・高
潮、土砂災害）についての専門家による講話等、様々な視点から防災教育の研修ができた。

（１）事業成果

活 動 名：防災教育研修会
【趣　旨】東日本大震災の発生を受け、本県においても学校防災の一層の充実が求められており、避難
　　　　　 所生活体験活動等、先進的な取組事例を県内全域に周知を図ることにより、防災教育の充実
　　　　　 に資する。
１　日　　　時：平成２６年１１月１１日（火）
２　場　　　所：山口県セミナーパーク
３　参加人数：１４８人
４　参加対象：県内幼・小・中・高の教職員、教育委員会指導主事
５　日　　　程
　　　　   9:30　開会行事
 　　　    9:40　所管説明
　　　　   9:50　防災アドバイザーによる学校巡回報告
　　　　 10:30　岩国市大規模災害対応訓練実践発表
　　　　 11:00　下関市大規模災害対応訓練実践発表
　　　 　11:30　学校危機対応演習（風水害・土砂災害）
　　　　 13:00　山口大学副学長三浦房紀教授による講演｢災害多発時代を迎えての防災教育を考える｣
　　　　 14:50  分科会（幼・小学校、中学校、高等学校に分かれ防災教育について協議）
　　　　 16:00  開会行事

《大規模災害対応訓練参加者の意見》
◇　防災マップをつくる中で、避難場所、避難場所へ移動する時に使う道、避難場所に着くために危険な
場所はどこか・何か所くらいあるのかということを、あらためて確認することができました。（小学生）
◇　災害時は、いつでも出られるように準備をしておき、安全に避難することが大切ということが分かりま
した。（小学生）
◇　学校から避難するとき大雨だったので緊張しました。班ごとに危険地区マップを配布したあと、給水
訓練がありました。６Ｌの水を給水バッグに入れました。目に見える量なので改めて水の大切さを感じま
した。東日本大震災等で実際に救援活動をされた消防署員の方のお話は、心にのこる映像やコメントが
あって涙が出そうになりました。２日間、とてもよい体験になりました。（中学生）
◇　２日間の体験を通して、みんなで協力することや物の大切さがよく分かりました。また、災害発生時に
自分たちにできることなどを協議することにより、防災について考えるとてもよい機会となりました。本当
に災害があった時は、今回の経験を生かして、みんなで助け合いたいです。（高校生）
◇　災害に関することに興味がわき、意識が変わりました。家族で住んでいる地域の様子を知り、災害の
時の待ち合わせ場所や避難する時のグッズを家族で作ることにしました。（保護者）
《防災教育研修会参加者の意見》
◇　様々な場面を想定した実効性のある防災訓練の在り方、地域の諸団体と連携した体験学習の在り
方について、勤務校での取組を見直すよい機会となりました。
◇　『間違いなく西日本にも巨大地震はやってくる。まずはできることから始める。』といったお言葉を胸
に、児童とともに防災教育に取り組みます。
◇　生徒が学校にいる時間は意外にも短く、生徒や保護者の防災意識を高めることも今後の課題と感じ
ました。



６．団体プロフィール

〈大規模災害対応訓練〉
○　学校の危機管理は主に管理職が担当という認識であるが、危機対応は全教職員（組織）で対応する
ことが必要であり、全教職員への危機管理についての意識付けや災害に対する危機対応能力の更なる
向上が重要である。
○　自然災害が比較的少ないと言われてきた本県においても、ここ６年間で４度もの土砂災害が発生し
ており、また、南海トラフの巨大地震・津波災害や台風・高潮災害等の大規模自然災害も想定されてい
る。このような自然災害から自らの命を守ることができるよう、様々な災害を想定した保護者・地域・防災
部局等と連携した実践的な訓練を実施することが重要である。
○　学校は避難所の運営に関しては認識が低い。避難所運営に関する学校の役割等についての教職
員研修を行うとともに、市町の防災担当部局や地域の防災関係機関等と連携を充実していく必要があ
る。
〈防災教育研修会〉
○　防災教育は防災担当者だけでなく、全教職員で取り組んでいく必要があり、今後、より多くの教職員
が研修会に参加し、自然災害に対する知識の習得、危機意識の高揚や災害発生時における危機対応
力の向上等を図る必要がある。

平成２７年度も防災キャンプの実施を予定している。来年度は、本県で発生が想定される大規模災害に
対応する防災キャンプを、コミュティ・スクール等が主体となって取り組むモデル事業を実施し、県内に啓
発普及したい。

（２）事業運営上の課題・留意点

（３）その他

山口県教育委員会 学校安全・体育課

ＴＥＬ：０８３－９３３－４６７３

岩国市教育委員会 学校教育課

ＴＥＬ：０８２７－２９－５２０３

下関市教育委員会 学校安全課

ＴＥＬ：０８３－２３１－１３４４

長門市教育委員会 学校教育課


